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〈
市
場
を
大
き
く
上
回
る
〉

　
「
３
月
の
マ
ス
ク
着
用
の
個

人
判
断
と
５
月
の
新
型
コ
ロ
ナ

５
類
移
行
で
、
コ
ロ
ナ
と
の
共

生
に
向
け
た
日
常
が
本
格
的
に

始
ま
り
、
人
出
も
増
え
て
い

る
」
と
し
な
が
ら
も
、「
と
は

い
え
、
業
務
用
の
実
績
は
19
年

比
で
88
％
程
度
と
回
復
途
上
」

と
、
山
田
副
社
長
は
今
上
期
の

同
社
実
績
を
振
り
返
る
。
88
％

の
内
訳
は
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ
と
ワ

イ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
98
％
、
93
％

と
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に
近
づ
い

て
い
る
が
、
ビ
ー
ル
が
78
％
と

下
押
し
し
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
ビ
ー
ル
消
費
の
核
で
あ
る

中
高
年
の
外
飲
み
頻
度
が
、“
若

者
先
行
型
”
で
出
遅
れ
て
い
る

こ
と
、
大
箱
と
い
わ
れ
る
居
酒

屋
チ
ェ
ー
ン
の

回
復
が
人
手
不

足
な
ど
で
進
ま

な
い
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
、
業

務
用
需
要
も
夏
場
の
ハ
イ
シ
ー

ズ
ン
を
機
に
、
着
実
な
回
復
が

続
く
と
山
田
副
社
長
は
み
て
い

る
。

　

そ
の
根
拠
と
な
る
の
が
、
前

年
比
で
み
た
同
社
の
実
績
だ
。

サ
ン
ト
リ
ー
の
推
定
で
は
、
１

～
５
月
の
酒
類
市
場
は
金
額
で

約
４
％
増
。
内
訳
は
“
マ
ス
ク

着
用
個
人
判
断
”
と
“
５
類
移

行
”
で
人
手
が
加
速
し
た
業
務

用
が
約
38
％
増
、
巣
ご
も
り
特

需
の
反
動
を
受
け
て
い
る
家
庭

用
が
２
％
減
だ
。
対
す
る
サ
ン

ト
リ
ー
の
実
績
は
、
業
務
用
が

約
41
％
増
、
市
場
が
苦
戦
す
る

家
庭
用
も
約
９
％
前
年
を
上

回
っ
た
。
合
計
で
は
市
場
平
均

を
11
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
15
％

増
。
ま
さ
に
「
酒
類
市
場
を
け

ん
引
で
き
た
」
内
容
だ
。
以

下
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
同
社
実

績
（
金
額
。
カ
ッ
コ
内
は
市
場

推
定
）
を
み
る
と
、
ビ
ー

ル
類
が
約
14
％
増
（
１
％

減
）、
ウ
イ
ス
キ
ー
が
約

15
％
増
（
約
15
％
増
）、

Ｒ
Ｔ
Ｄ
が
約
６
％
増
（
約

２
％
増
）、
ワ
イ
ン
が
約

３
％
増
（
約
３
％
増
）、

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
（
ビ
ー

ル
・
Ｒ
Ｔ
Ｄ
・
ワ
イ
ン
計
）

は
前
年
並
み（
約
３
％
増
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
「
ビ
ー
ル
類
と
Ｒ
Ｔ
Ｄ

が
リ
ー
ド
役
と
な
っ
て
い

る
」
と
す
る
山
田
副
社

長
。「
缶
ビ
ー
ル
は
市
場

平
均
が
２
％
増
に
対
し
、

サ
ン
ト
リ
ー
は
36
％
増
、
業
務

用
ビ
ー
ル
類
も
40
％
増
に
対
し

50
％
増
、
新
ジ
ャ
ン
ル
（
缶
）

も
８
％
減
に
対
し
５
％
増
。
Ｒ

Ｔ
Ｄ
も
２
％
増
に
対
し
６
％

増
。
ビ
ー
ル
は
堅
調
な
基
幹
ブ

ラ
ン
ド
に
新
製
品
の
『
サ
ン
ト

リ
ー
生
ビ
ー
ル
』
が
純
増
、
業

務
用
ビ
ー
ル
で
も
樽
生
『
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー

ル
』
の
取
扱
店
数
が
２
・
６
倍

と
急
拡
大
。
Ｒ
Ｔ
Ｄ
は
『
タ
コ

ハ
イ
』『
−
１
９
６
℃ 

無
糖
レ

モ
ン
』
な
ど
が
押
し
上
げ
た
」

と
説
明
を
加
え
る
。「
サ
ン
ト

リ
ー
生
ビ
ー
ル
」
は
、
若
年
層

を
獲
得
、
リ
ピ
ー
ト
率
も
高
い

と
い
う
。
ま
た
、「
タ
コ
ハ
イ
」

も
レ
モ
ン
サ
ワ
ー
で
取
り
切
れ

て
い
な
い
ユ
ー
ザ
ー
の
獲
得
に

一
役
買
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
〈
さ
ら
な
る
需
要
振
興
が
急

務
〉

　

こ
の
よ
う
に
、
業
務
用
・
家

庭
用
双
方
で
市
場
を
上
回
っ
て

い
る
サ
ン
ト
リ
ー
だ
が
、「
両

市
場
で
需
要
振
興
を
急
ぐ
必
要

が
あ
る
」
と
山
田
社
長
は
考
え

て
い
る
。
背
景
に
は
、「
最
も

大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
す
る

業
務
用
需
要
の
回
復
が
途
上
に

あ
る
こ
と
、
巣
ご
も
り
特
需
の

反
動
が
出
て
い
る
家
庭
用
需
要

が
生
活
防
衛
意
識
の
高
ま
り
も

相
俟
っ
て
動
き
が
鈍
い
こ
と
が

あ
る
。

　

同
社
の
業
務
用
販
売
金
額

は
、
炭
酸
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
中
心

と
し
た
ス
ピ
リ
ッ
ツ
が
19
年
水

準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
半
面
、

ビ
ー
ル
は
８
割
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
特
に
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
大
き
か
っ
た
大
手
居
酒

屋
チ
ェ
ー
ン
が

店
舗
数
を
減
ら

し
て
い
る
の
が

響
い
て
い
る
。
ま
た
、
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
な
宴
会
な
ど
が
戻
っ
て

い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
ビ
ー

ル
消
費
の
核
で
あ
る
40
代
以
上

の
外
飲
み
機
会
が
19
年
比
で
７

割
前
後
と
大
き
く
減
っ
て
い
る

こ
と
も
足
枷
と
な
っ
て
い
る
。

外
食
企
業
そ
の
も
の
も
、
原
材

料
の
値
上
げ
や
時
給
の
上
昇
、

人
手
不
足
な
ど
に
喘
い
で
い
る

の
が
現
状
だ
。
ま
た
、
外
食
の

イ
メ
ー
ジ
が
日
常
使
い
か
ら

“
ハ
レ
の
日
使
い
”
へ
と
変
化

し
て
お
り
、「
新
し
い
価
値
の

付
加
が
望
ま
れ
て
い
る
」（
山

田
副
社
長
）。

　

サ
ン
ト
リ
ー
で
は
こ
う
し
た

要
望
に
応
え
る
べ
く
、
今
下
期

も
、「
外
食
な
ら
で
は
の
品
質

価
値
強
化
と
選
ぶ
楽
し
さ
を
通

じ
て
付
加
価
値
創
出
に
貢
献
し

て
い
く
」
方
針
だ
。「
神
泡
達

人
店
な
ど
で
生
ビ
ー
ル
の
飲
用

時
品
質
を
一
段
と
強
化
、
ソ
ー

ダ
割
り
で
は
、
強
い
ブ
ラ
ン
ド

力
と
ト
レ
ン
ド
へ
の
即
応
力
を

発
揮
。
夏
場
の
『
ジ
ム
ビ
ー
ム

ハ
イ
ボ
ー
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

カ
ン
パ
イ
を
解
放
せ
よ
』
を
全

国
１
万
店
で
実
施
。“
人
生
に

は
飲
食
店
が
い
る
”
の
第
２
弾

も
年
末
に
か
け
て
展
開
す
る
」

（
山
田
副
社
長
）。

　

ま
た
、
山
田
副
社
長
は
法

人
・
企
業
の
宴
会
需
要
回
復
に

向
け
た
取
り
組
み
の
重
要
性

を
示
す
。「
出
社
回
帰
に
伴
う

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
向
け
、
神
泡

体
験
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
、
法

人
・
企
業
と
飲
食
店
の
マ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
を
通
じ
、
業
務
用
需

要
を
盛
り
上
げ
て
い
く
」
方
針

だ
。

　

一
方
、
物
価
高
に
よ
る
１
点

あ
た
り
の
単
価
ア
ッ
プ
や
買
い

上
げ
点
数
の
減
少
が
進
む
家
庭

用
市
場
に
対
し
て
は
、「
コ
ロ

ナ
禍
で
時
間
に
余
裕
が
で
き
、

家
飲
み
を
機
に
お
酒
へ
の
興
味

が
強
ま
っ
た
今
、
需
要
振
興
の

ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ
て
、

お
酒
の
魅
力
や
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
尽
力
す
る
」

姿
勢
を
み
せ
る
。

　

同
社
に
よ
る
と
、
コ
ロ
ナ
前

後
で
は
20
～
30
代
の
酒
類
購
入

客
数
が
２
割
以
上
増
え
、
次
い

で
40
～
50
代
も
１
割
弱
増
え
て

い
る
。
ま
た
、
両
年
代
と
も
に

　

業
務
用
需
要
の
回
復
が
後
押
し
し
、
金
額
で
４
％
程
度
前
年
を
上
回
っ
た
と
さ
れ
る
１

～
５
月
の
酒
類
市
場
。
そ
の
中
で
業
務
用
・
家
庭
用
と
も
に
伸
長
し
、
合
計
で
約
15
％
の

増
収
と
な
っ
た
サ
ン
ト
リ
ー
の
山
田
賢
治
副
社
長
・
セ
ー
ル
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ

ニ
ー
社
長
に
近
況
を
聞
い
た
。 

（
石
母
田
主
幹
）

直撃インタビュー

サントリー取締役副社長
山田賢治セールスマーケティングカンパニー社長

業
・
家
で
新
市
場
創
出
を
加
速
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幅
広
い
酒
類
の
増
分
に
貢
献
し

て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
節

約
に
よ
る
外
食
控
え
で
、
外
飲

み
既
存
客
が
家
飲
み
を
増
や
し

て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
食

中
の
飲
酒
が
継
続
し
て
伸
長
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
食
中
に

よ
く
飲
ま
れ
て
い
る
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
。
食
連
動
を
通
じ
、
シ
ー
ン

や
食
と
の
相
性
訴
求
、
炭
酸
割

り
を
中
心
と
し
た
新
し
い
飲
み

方
提
案
、
付
加
価
値
化
さ
れ
た

新
商
品
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
商

品
群
を
ク
ロ
ス
さ
せ
た
新
需
要

の
創
造
に
注
力
し
て
く
」
構
え

だ
。

　

他
方
、
酒
類
全
体
の
需
要

振
興
に
も
、「
で
き
る
限
り
の

こ
と
を
や
っ
て
い
く
」
と
す

る
。
業
務
用
と
家
庭
用
の
相
互

送
客
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、「
肉
汁
餃
子
の
ダ
ン
ダ
ダ

ン
」
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
オ
ー
ケ
ー
」、「
串
カ
ツ
田
中
」

と
「
ド
ン
．
キ
ホ
ー
テ
」
の
相

互
連
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
先
駆

け
に
、
今
後
も
同
様
の
取
り
組

み
を
増
や
し
て
い
く
考
え
だ
。

　
〈
サ
ン
ト
リ
ー
設
立
か
ら
１

年
〉

　

同
社
は
、「
お
客
様
の
酒
類

消
費
変
化
を
捉
え
、
国
内
酒
類

事
業
全
体
で
一
元
的
な
経
営
を

進
め
る
た
め
の
国
内
酒
類
事
業

会
社
」
と
し
て
昨
年
年
７
月
１

日
に
設
立
さ
れ
た
。本
紙
の「
新

体
制
に
な
っ
て
１
年
。
変
わ
っ

た
こ
と
、
今
後
の
課
題
」
と
の

問
い
に
山
田
社
長
は
次
の
よ
う

に
答
え
た
。

　
「（
設
立
前
は
）
各
カ
テ
ゴ

リ
ー
単
位
で
市
場
を
把
握
し
、

事
業
ご
と
に
意
思
決
定
を
行
っ

て
い
た
こ
と
が
、
酒
類
市
場
全

体
を
俯
瞰
し
た
う
え
で
優
先

順
位
決
定
や
変
化
対
応
を
ス

ム
ー
ズ
に
協
議
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
俯
瞰
か
ら
見
え
て

き
た
お
酒
の
価
値
は
、
デ
イ

リ
ー
、
プ
レ
ミ
ア
ム
、
炭
酸
割

り
、
健
康
・
機
能
、
ノ
ン
ア
ル

な
ど
。
横
断
的
な
着
想
・
発
想

で
、
新
機
軸
の
商
品
を
多
く
開

発
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

大
き
い
。
各
種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
も
同
様
で
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
発

想
で
は
な
く
、
俯
瞰
し
た
う
え

で
何
を
す
べ
き
か
に
重
点
を
置

い
て
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
は
、
食
品
や
飲

料
、
健
康
食
品
な
ど
グ
ル
ー
プ

内
の
連
携
強
化
に
も
好
影
響
し

始
め
て
い
る
。
将
来
の
酒
類
市

場
を
支
え
る
ユ
ー
ザ
ー
の
獲
得

や
育
成
に
も
貢
献
で
き
る
第
一

歩
だ
」
と
し
て
、
次
の
１
０
０

年
に
向
け
て
、
モ
ノ
づ
く
り
と

新
価
値
提
案
で
酒
類
市
場
を
活

性
化
す
る
基
本
姿
勢
を
示
し

た
。 

　

ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

は
順
次
、
２
０
２
２
年
の
ア
ル

ミ
缶
需
要
量
、そ
の
23
年
予
測
、

22
年
飲
料
用
ア
ル
ミ
缶
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
を
発
表
し
た
。

　
〈
国
内
需
要
は
堅
調
、
内
訳

は
規
制
緩
和
で
変
化
〉

　

22
年
の
ア
ル
ミ
缶
国
内
需
要

量
は
前
年
比
約
１
％
減
の
約
２

１
５
億
缶
と
推
定
。
９
年
連
続

で
２
０
０
億
缶
の
大
台
を
維
持

し
た
。

　

内
訳
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
緩
和

さ
れ
ア
ル
コ
ー
ル
の
外
飲
み
が

増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
ビ
ー
ル

類
は
約
３
％
減
に
。
Ｒ
Ｔ
Ｄ
な

ど
そ
の
他
ア
ル
コ
ー
ル
も
約

１
％
減
と
15
年
ぶ
り
に
減
少
に

転
じ
た
。
一
方
、
清
涼
飲
料
は

人
流
回
復
が
寄
与
し
好
調
で
、

炭
酸
や
コ
ー
ヒ
ー
が
増
加
。
約

２
％
増
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
環
境
意
識
の
高
ま
り

か
ら
ボ
ト
ル
缶
の
採
用
が
増
加

す
る
な
か
、
同
容
器
は
前
年
よ

り
も
１
億
缶
程
度
増
加
し
た
。

　
〈
23
年
は
外
飲
み
へ
の
需
要

流
出
が
続
く
か
〉

　

23
年
は
、
10
月
の
酒
税
改
正

に
よ
り
缶
比
率
の
高
い
新
ジ
ャ

ン
ル
の
需
要
が
減
少
、
ま
た
外

飲
み
の
増
加
で
家
飲
み
機
会
の

減
少
が
予
測
さ
れ
、
ビ
ー
ル
類

は
２
～
３
％
減
を
見
込
む
。

　

一
方
、
そ
の
他
ア
ル
コ
ー
ル

も
家
飲
み
が
減
少
す
る
も
の

の
、
日
本
酒
や
ワ
イ
ン
に
も
ア

ル
ミ
缶
や
ボ
ト
ル
缶
の
採
用
が

少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ト
ー
タ
ル
で
は
前
年
並
み

を
維
持
す
る
と
予
想
。
清
涼
飲

料
は
、
外
出
機
会
の
さ
ら
な
る

増
加
や
、
オ
フ
ィ
ス
内
の
自
販

機
稼
働
回
復
な
ど
が
期
待
さ
れ

る
も
の
の
、
値
上
げ
に
よ
る
影

響
も
加
味
し
、「
良
く
て
前
年

並
み
」（
協
会
）
を
見
込
む
。

　

結
果
、
23
年
の
ア
ル
ミ
缶
国

内
需
要
量
は
約
１
％
減
と
予
測

し
た
。

　
〈
リ
サ
イ
ク
ル
率
低
下
、
急

増
し
た
未
把
握
量
が
懸
念
材

料
〉

　

社
会
全
体
の
資
源
循
環
推
進

に
よ
り
国
内
循
環
量
お
よ
び
Ｃ

Ａ
Ｎ 

ｔ
ｏ 

Ｃ
Ａ
Ｎ
率
が
増
え

た
も
の
の
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

93
・
９
％
で
前
年
96
・
６
％
よ

り
も
低
下
。

　

国
内
循
環
量
と
輸
出
量
の
合

計
が
減
っ
た
た
め
だ
が
、
協
会

が
中
小
再
生
事
業
者
の
使
用
分

お
よ
び
市
中
在
庫
と
見
な
し
て

い
た
“
未
把
握
”
分
が
急
増
し
、

こ
れ
を
見
直
し
た
こ
と
が
要

因
。
Ｕ
Ｂ
Ｃ
輸
入
禁
止
の
国
向

け
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ
を
シ
ュ
レ
ッ
ド
し

た「
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
く
ず（
そ

の
他
の
も
の
）」
が
輸
出
さ
れ

て
い
る
と
の
情
報
か
ら
、
リ
サ

イ
ク
ル
率
低
下
の
一
因
に

な
る
と
判
断
し
た
。た
だ
、

協
会
が
目
標
と
す
る
“
安

定
的
な
92
％
以
上
”
は
７

年
連
続
で
維
持
し
た
。

　

な
お
輸
出
量
は
、
韓
国

向
け
が
洪
水
に
よ
る
荷
受

け
停
止
、
日
本
の
Ｕ
Ｂ
Ｃ

価
格
高
騰
に
よ
る
調
達
国

見
直
し
で
減
少
。
タ
イ
向

け
が
調
達
網
構
築
で
減

少
。

 

（
石
母
田 

景
）

ア
ル
ミ
缶
需
要
量
、リ
サ
イ
ク
ル
率
発
表

アルミ缶需要量
（単位：億缶、％）

21実績 前年比 22見込 前年比 23予測 前年比

ビール系 94.1 98.8 91.2 96.9 89 97.6

ビール系以外の飲料 119.7 101.9 120.4 100.6 120.4 100

（内その他アルコール） 51.5 106 50.8 98.6 50.8 100

（内非アルコール） 68.2 99 69.6 102.1 69.6 100

小計 213.8 100.5 211.6 99 209.4 99

（内ボトル缶） 22.2 99.6 23.2 104.5 24 103.4

空缶輸入 0.9 50 0.6 66.7 0.6 100

実缶輸入 4.1 102.5 4.3 104.9 4.3 100

実缶輸出 1 166.7 1.2 120 1.2 100

国内需要 217.8 100 215.3 98.9 213.1 99

飲料用アルミ缶のリサイクル率
20年 21年 22年

消費量（億缶） 217.9 217.8 215.3

　〃　（トン） 331,178 330,596 326,808

国内循環量（億缶） 148.1 161 168.1

　〃　　　（トン） 225,553 245,262 248,325

輸出量（億缶） 56.2 48.6 37.7

　〃　（トン） 85,590 73,953 58,471

再生利用量（億缶） 204.3 209.6 201.3

　〃　　　（トン） 311,143 319,215 306,796

缶材向け重量（トン） 160,159 164,422 176,087

リサイクル率（％） 94 96.6 93.9

CAN to CAN率（％） 71 67 70.9

未把握量（トン） 18,000 10,000 18,000

リデュース率（％） 5.8 6.2 6.1


